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ー
リ
ス
の
講
義
に
出
席
し
、

ま
た
、
ト
マ
ス
・
ハ
ン
コ
ッ

ク
や
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
・
ハ
ン

サ
ー
ド
ら
社
会
主
義
者
の
影

響
を
受
け
た
ヘ
ド
ラ
ム
は
、

イ
エ
ス
を
「
社
会
的
・
宗
教

的
事
柄
に
関
す
る
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
改
革
者
」
と
看
做
し
、

「
良
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ

る
た
め
に
は
、
良
き
社
会
主

義
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
」

と
主
張
し
た
。
労
働
者
の
劣

悪
な
生
活
環
境
を
前
に
し
て

精
神
的
・
内
面
的
救
済
が
説

得
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
時

代
、
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
全
国
的
な
規

模
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。 

 
 

	 
 

 	 	 	 	 	 

 
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
英

国
の
協
同
組
合
運
動
で
は
、

Ｅ
．
Ｖ
．
ニ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
者
た
ち
が
影
響
力
を
持
ち

つ
づ
け
た
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
専
ら
世
俗
的
な
社
会
改
良

運
動
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

教
会
改
革
と
し
て
の
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、
ど

の
よ
う
な
系
譜
を
辿
っ
た
の

か
。
今
回
は
、
一
八
七
七
年

に
聖
職
者
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・

ヘ
ド
ラ
ム
が
創
設
し
た
聖
マ

タ
イ
・
ギ
ル
ド（Guild of St. 

M
atthew

、
略
称
：
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
一
九

世
紀
後
半
の
動
向
を
概
説
し

た
い
。 

 

聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
は
、

ヘ
ド
ラ
ム
が
奉
職
し
て
い
た

ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
地
区
イ
ー
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て
、
自
分
自
身
を
発
見
し
、
救
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
。 

 

八
月
一
二
日
、キ
リ
ス
ト
者
有
志

で
上
野
の
ア
メ
ヤ
横
丁
（
通
称
：
ア

メ
横
）
へ
行
っ
た
。
戦
後
の
闇
市
を

起
源
と
す
る
ア
メ
横
に
は
、石
川
淳

の
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』
を
想
わ
せ
る

猥
雑
さ
も
残
っ
て
い
た
。「
メ
シ
ヤ

は
い
つ
も
下
賤
の
も
の
の
上
に
あ

る
」
と
い
う
。
ま
た
、「
律
法
の
無

い
も
の
に
こ
そ
神
は
味
方
す
る
」と

い
う
。異
郷
の
如
き
現
世
で
あ
っ
て

も
、逞
し
く
、生
き
抜
く
ほ
か
な
い
。 

 

今
年
の
八
月
は

雨
に
祟
ら
れ
た
。

一
九
日
の
た
ま
が

わ
花
火
大
会
は
、

突
然
の
雨
、
雹
、

落
雷
の
た
め
に
中

止
と
な
っ
た
。
二 

子
玉
川
駅
直
近
の
映
画
館

も
落
雷
の
影
響
で
上
映
中

止
と
な
り
、
書
店
で
文
芸

誌
を
読
み
、
食
事
を
し
て

帰
っ
た
。 

 

二
〇
一
三
年
、
独
立
系

研
究
者
と
し
て
の
人
生
を

歩
み
は
じ
め
た
最
初
の
年

も
、
や
は
り
雨
が
多
か
っ

た
。
葛
飾
と
浦
安
の
花
火

大
会
が
中
止
と
な
り
、
雨

に
濡
れ
な
が
ら
帰
宅
し
た

こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
あ

れ
か
ら
五
年
目
、
ど
れ
ほ

ど
の
実
績
を
遺
す
こ
と
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
暗

闇
に
散
っ
た
花
火
の
よ
う

に
、
過
去
は
一
瞬
の
輝
き

で
あ
る
。
数
年
に
わ
た
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
学

問
、
芸
術
、
社
会
運
動
の

数
々
が
、
い
ま
で
は
切
な

く
懐
か
し
い
。 

 

と
は
い
え
、
大
学
院
に

残
っ
て
い
た
ら
、
労
働
問

題
に
つ
い
て
は
充
分
に
理

解
で
き
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
の
研
究
は
、「
あ
の

頃
、
提
出
で
き
な
か
っ
た

夏
休
み
の
宿
題
」な
の
だ
。 

は
、
彼
の
こ
と
を
「
異
教
徒

の
教
祖
（the heresiarch

）」

と
渾
名
し
て
い
た
。 

 

と
も
あ
れ
、
当
時
、
新
進

の
詩
人
や
画
家
、
作
家
、
俳

優
、
そ
し
て
バ
レ
エ
ダ
ン
サ

ー
に
囲
ま
れ
て
い
た
ヘ
ド

ラ
ム
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト

教
社
会
主
義
運
動
が
復
興

さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
運

動
の
多
面
性
を
示
す
と
と

も
に
、
そ
の
根
幹
に
は
教
会

の
枠
内
に
収
ま
ら
な
い
芸

術
的
力
動
性
が
胚
胎
し
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

  

【
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ス
ト
・
エ
ン
ド
、
ベ
ス
ナ

ル
・
グ
リ
ー
ン
の
聖
マ
タ
イ

教
会
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

目
的
は
、
世
俗
主
義
者
の
キ

リ
ス
ト
教
会
へ
の
偏
見
に

対
処
す
る
こ
と
、
聖
餐
式
と

祈
祷
書
を
重
視
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、「
受
肉
の
精
神
に

よ
っ
て
社
会
的
・
政
治
的
問

題
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
」

の
三
点
で
あ
っ
た
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
で
Ｆ
．
Ｄ
．
モ

 

し
か
し
な
が
ら
、
聖
マ
タ

イ
・
ギ
ル
ド
は
さ
ま
ざ
ま
な

弱
点
を
抱
え
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
構
成
員
が
ア
ン
グ

ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク（
高
教
会
）

に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
構

成
員
に
労
働
者
階
級
出
身
者

が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｓ

Ｍ
に
と
っ
て
最
大
の
不
安
定

要
素
は
、
ヘ
ド
ラ
ム
自
身
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
っ

た
。
多
く
の
同
時
代
人
に
と

っ
て
、
ヘ
ド
ラ
ム
は
エ
キ
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
な
人
間
に
見
え

て
い
た
。
彼
を
特
徴
づ
け
る

の
は
、
芸
術
、
と
く
に
バ
レ

エ
と
演
劇
へ
の
傾
倒
で
あ
っ

た
。
当
時
、
演
劇
に
対
す
る

キ
リ
ス
ト
教
会
の
偏
見
は
根

強
く
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
テ
ン
プ
ル
は
、

一
八
八
四
年
、
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
と
そ
の
観
客
を
「
想
像

力
に
よ
る
最
悪
の
罪
」
に
陥

る
危
険
が
あ
る
、
と
批
判
し

た
。
こ
の
よ
う
な
偏
見
を
取

り
除
く
こ
と
を
ヘ
ド
ラ
ム
は

目
指
し
た
が
、彼
の
主
張
は
、

当
時
の
英
国
教
会
に
と
っ
て

は
「
異
端
」
と
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。 

 

神
学
的
背
景
以
上
に
重
要

な
こ
と
は
、
ヘ
ド
ラ
ム
自
身

の
芸
術
的
気
質
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
主

日
（
日
曜
日
）
を
正
し
く
過

 

二
〇
一
六
年
三
月
の
作
歌
で
あ

る
。
坂
口
安
吾
の
『
堕
落
論
』
に
、

「
生
き
よ
堕
ち
よ
、そ
の
正
当
な
手

順
の
ほ
か
に
、真
に
人
間
を
救
い
得

る
便
利
な
近
道
が
有
り
う
る
だ
ろ

う
か
」
と
の
一
節
が
あ
る
。「
義
士

も
聖
女
も
堕
落
す
る
」戦
後
の
世
相

を
背
景
と
し
つ
つ
、
安
吾
は
、「
戦

争
に
負
け
た
か
ら
堕
ち
る
の
で
は

な
い
」
と
い
う
。「
人
間
だ
か
ら
堕

ち
る
の
で
あ
り
、生
き
て
い
る
か
ら

堕
ち
る
だ
け
」
だ
。
そ
し
て
、「
堕

ち
る
道
を
堕
ち
き
る
こ
と
に
よ
っ

ご
す
こ
と
は
「
美
し
い
こ
と

で
あ
る
」
と
述
べ
、
イ
エ
ス

の
生
涯
や
人
格
も
「
美
」
で

あ
る
と
形
容
し
て
い
る
。

Ｊ
．
Ｒ
．
オ
レ
ン
ズ
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
ヘ
ド
ラ
ム
の

芸
術
主
義
は
「
美
の
神
格

化
」
と
さ
え
言
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
に
絶
大
な
影
響

を
与
え
た
の
は
、
一
八
六
八

年
か
ら
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
美
学
教
授
を
務

め
、「
美
の
偉
大
な
使
徒
」

と
評
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス

キ
ン
だ
が
、
そ
の
ラ
ス
キ
ン

で
さ
え
、
ヘ
ド
ラ
ム
の
神
学

は
「
危
う
い
ま
で
に
曖
昧
な

キ
リ
ス
ト
教
」
で
あ
る
と
危

惧
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ド

ラ
ム
と
親
交
の
あ
っ
た
作

家
の
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

⒓
異
端
⒔
の
聖
職
者
ヘ
ド
ラ
ム
に
よ
る  

⒓
美
の
神
格
化
⒔
⒍
耽
美
的
な
芸
術
趣
味  

†祈々
の り の り

のことば†  
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生
き
よ
墮お

ち
よ 

倫
理
道
徳
か
な
ぐ
り
棄
て
ゝ 

自
己
の
信
じ
る
神
だ
け
を
見
よ 

倉
井
香
矛
哉 
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第15回聖書と内村鑑三に学ぶ会  
  

  

倉井香矛哉（研究発表・証）  

「僕は如何にしてキリスト教社会主義者となりし乎」	 
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